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江の川のマスコット

江の川の流域治水対策（田野地区の事例）

－みんなで取り組む江の川の流域治水－

①田野地区の紹介
江津市川平町は江の川河口より約９ｋｍの

ところに位置する人口約１３０人の集落です。
同地区は支川の奥谷川が流れ、江の川及び支
川の氾濫により度々、洪水被害を受けており
治水対策が急がれる地区です。

②田野地区の流域治水
江の川河川整備計画で同地区の治水対策は宅地嵩上げ

事業箇所と位置付けられていますが、治水対策の加速化
や今後の住まい方を含め、流域治水の観点からどのよう
な治水対策が必要か、住民の皆様と協議を行っています。

どんな地域にしたい？
田野地区治水対策協議会 幸治会長と天野副会長に聞きました

③アンケート調査の実施
皆さんのご意向を確認する為、令和３年９月にアンケー

ト調査を行い、多くのご意見を頂きました。

江の川沿川の具体的な流域治水対策の決定に向けて、各地区で説明会を実施
しています。今回は江津市川平町田野地区の紹介をさせて頂きます。

田野地区

【主なご意見】
・一刻も早い対策をして欲しい
・周辺での嵩上げをして欲しい
・安全な場所へ移転したい
・旧JR三江線の自然堤防を生かした対策をして欲しい
・自宅の裏山のがけ崩れの危険もあり対策して欲しい
・なるべく浸水している人が早急に移転でき、かつ、
道路を嵩上げして町内の住宅地を整え、未来につな
げるような計画をして欲しい

・多くの検討課題があり、早急に結論が出ない

説明会の様子

④今後について
１２月２日にアンケート結果を踏まえ、住民説明会を行

いました。今後、地域の皆さんとさらに議論を深め、地域
の意向に沿った流域治水対策を策定していく予定です。
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江の川の氾濫により近年３度の浸
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川平町はかつて1,000人を超える人々が暮らしており、とても活気がある地域だっ
たが、同時に江の川の氾濫による浸水被害も度々受け、人口も大分少なくなった。
この地域は空気もよく静かで住みやすく、できればこの先も皆でこの地域で暮らし

たい。ただ、近年の豪雨災害の状況を見ると、考えさせられるものがある。
堤防や宅地の嵩上げ、移転の希望など、それぞれの事情で様々な考えがあるが、

今回の治水対策と同時に地域の拠点となるような場所ができれば、将来世代まで続
く地域がつくれるのではないかと期待している。
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写真：左天野副会長 右幸治会長

川平地区
宅地嵩上げ工事中

１１月４日役員説明会
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１２月２日全体説明会



防災講座資料の一部

１

浜田河川国道
事務所Twitter推進室HP
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防災出前講座を実施しました
令和３年１１月１９日（金）に郷田小学校の４年生１７名を対象に、防災に関する出前講座を実施

しました。出前講座では江の川の概要、過去の洪水（昭和４７年７月豪雨）、流域治水、大雨のとき
に注意すること等をクイズを交えながら勉強しました。

・江の川の長さが広島県まで続いて194kmあり全
国で12位と知ってとても長いなぁと思いました。
・堤防の中はほとんどコンクリートでできている
と思ったけど、土だけでびっくりましたした。土
だけでできていても崩れたりせず水から守ってい
るのがすごいなと思いました。
・日本はこんなに水害が起きているなんて思いま
せんでした。これからはハザードマップ、ニュー
スなどを確認して台風などに対応できるように準
備をしておきたいなと思いました。
・大雨で道が見えなくなったときは、別の道を
通ったり、相談しようと思いました。

防災講座の感想

授業の様子

川本町は、江の川流域治水推進室員
として地域整備課の職員２名を配置し
ています。
過去、度重なる水害被害を受けてき

た当町は、現在、第６次総合計画にお
いて、治水対策を重点プロジェクトと
して位置づけ、地域や国、県などの関
係機関と連携をとりながら事業を進め
ていきたいと思っています。

（写真左から 伊藤課長 宮田主査）

川本町は、オメガ脂肪酸
が豊富な「エゴマ」を特
産品としています。令和
元年度には、島根県の
「特産品開発モデル実証
事業」にも選ばれており、
エゴマの先進地としてブ
ランド化や高品質化を進
めています。

防災・減災教育を推進

河川等に関する出前講座のお問い合わせは、浜田河川国道事務所 河川管理課まで

昭和47年の洪水写真

流域治水


